
まえがき＝無冷媒型超電導マグネット注）は，従来の液体
ヘリウム冷却が必須であった超電導マグネットを誰でも
簡便に扱える物に変えたことにより，急速に普及してき
た。ジャパンスーパーコンダクタテクノロジー㈱では，
㈱神戸製鋼所技術開発本部で開発された技術をベース
に，これまでに 100 台以上の無冷媒型超電導マグネット
を製造販売し，世界でもトップのシェアを誇っている。
　本稿では，無冷媒型超電導マグネットの構造を概説す
るとともに，近年の開発成果および今後の展望を述べ
る。

1．無冷媒型超電導マグネットの特長と構造

　超電導マグネットは高い電流密度を利用できることか
ら，電磁石では発生できない高磁場や大空間に磁場が必

る。

1）

が，当時の小型冷凍機の能力やマグネットの励磁に
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いため，極低温機器の取扱いに慣れていない研究者や技
術者に10T程度までの磁場を手軽に得られる機器として
急速に普及してきた 4）





中核となる超電導マグネットは軟鉄製の磁気シールドボ
ックス内に設置され，




